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深海底熱水活動域堆積物中にお ける微生物分布 （2）
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【目的】深海底熱水活動域には熱水 と海水の混合に よる急激な化学 ・温度勾配が存在 し、そ

れに依存 した多様な代謝 を持つ 多様な系統の微生物群集が存在する。 特に Archaeaにつ い て

は未培養系統群の ほ とん どが熱水活動域 におい て 検出 され る。 しか し 、 ANME 等の
一
部の

系統群を除き、 そ の生息環境の化学 ・温度 はほ とん ど解明 されて い ない
。 こ こで は分子生物

学的手法に よ り Archaea群集の 分布 を示 し、化学 ・温度環境 と比較検討する。

【方法】南部沖縄 トラフ 第四与那国海丘熱水活動域 の堆積物 中か ら湧き出す熱水孔（Abyss

vent）周辺 よ り採 取 した複数 の コ ア 堆積物及びAbyss　vent に設置 した現場培養器（ISCS）中の

Archaea相を 、 16S　rRNA 遺伝子 、
　 mcrA 、　 amoA をそれぞれク ロ

ー
ン解析及び定量 PCR に よ り

解析 した 。

【結果お よび考察】熱水や現場培養器 には T     c漉 ∫ が優 占す るの に対 し 、 熱水影響

下の 堆i積物中では 30DC 以下で は未培養系統群の Eur：yarchaeotaが 、 40℃ 以上で は未培養i系

統群の Crenarchaeotaが優占する こ とが、 さらに、熱水の影響を受けない 堆積物で は表層で

は Marine　group　Iが優占するなど熱水の 影響下に ある堆積物 とは明 らかに異なる Archaea相

が示 された 。 また 、 tncrA の 解析よ り、
ANME 　H は 30℃ 以下で 生息す るこ とが示 された 。
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